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このたびは曰立オーブンレンジをお買い上げいた 
ださ、まことにありびとうございました。このクク 
レットガイドをよくお読みになり、正しくご使用くだ 
さい。お読みになったあとは、保証書とともに大切 
に保存してください。 



※この商品は待機時消費電カオフ機能びあります。ドアを閉じた状態で表示窓に 
roj び表示されているときは、 1 日分後に自動的に電源び切れます。電源び切れた 
後は、ドアを開閉すると再び電源び入りキーを受け付けます。 
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ククレツトガイドの見かた 


■加新表示 
ォ^卜調連の加熱方法 
を巧をしまず。 

■巧届品の表示例 


，ンジ 


ヴリル 


才 一 tV 


レンジ況》 グ LJ ルの W すーブン 31111 


ン戸-^ 

レ J ル J 

レ j/y と レンジと すーブンと 

卜丸のな巧ヴリ咖田 ヴリ吊 


f 用負迎百巧'! 
レホー□—か J 

f mnm ] 

レホー D — R)J 


WWIHjBP 

r"®i @) 

[ M ] (巧 a ] 照] 

■ 加巧時間の目受は、を虽苗お ( 巧溫 ) を涅辈にしていまず。 
■ 料頃写巧は H 巧を、盛 0 つけたをめです。 


■調理方巧の表示 

郷1キー•出力、お度•加稱時罔は巧のようにおおします。 
♦才ート疆涯のとき 

睛こた勒いごはん 1 跑咖爾11^聊} 

区 巧括き。 を j 垣^う 朽ッキ斗 るヶ-韦 
间バタ-口ール I 师ブラタ幻 iiiii ? i 0] 

II 撕めを巧町菜わん巧しの5赢7腺！ 

♦ 手動調理のとき 

手理キ-一 I レン到酌楓 細繊 i (レンジ） 
レンジの出力一 I レンさ17孤 wi にンジ额(刷 I レツジ!^邮レンジ ir 班间 
才-ブンの撇〜 間雨|阿晒 •‘ ぶ厕 願![柳 • • 厕 
な M 時間一 - rs 罰 n を〜3が 
»料煙額に樓われる巧のは、巧のとおりでず。 

カロリー:け础（キ□力□リー)=も1日り(キ□ジユール) 
窃盡：1 mU ミリ U ジトル）=1 cc (シーシ ー） 


Ml 誠 


髮説明編もくじ 
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A 警告_ 


亞源は定格 1 目 A 凹上の専巧コンセ 
ントをを巧で梗い、化の器員と巧 
用ずるが破コンセントは度わない。 
( 過な * 発火 - 火ぶのお頃） 


巧んだ巧源コードや差込フラグ、 
ゆるんだコンセントを皮用しなし、。 
( 巧巧 - シヨート * お义の原因） 



> 挺无やずいちののそばに ■ いたり、 
がに损いちのやカーテンなどをぶ 
づけない。 

( ヒータ~巧用時の 
頂おで引义の恐れ） 


巧流100 VU 対では巧巧しない。 

< 义災 * 巧巧の原固） _ 

_ 0 

包窝巧ボリ袋は姑巧の手の届かな 
い巧に f 呆宙まにはお索ずること。 

( 頭からかぶるなどずると • □ 

や！ ! をふさざ窒息する巧れ） 


〇 


巧疆コード-是込ブラヴをなつけ 
ない。 

巧原コードを領巧けた 0 ,巧おした 
0 、加工した 0 、お理に曲げた D 、 
引っ張ったり、なじった日.たばね 
たご 、追いちのを巧せたはさみ 
这んだ 0 しなし、 

a — ドび破巧レ乂巧 
-麽巧①原因） 


0 



0 


»たたみ、じゅラたん、X—ブルク 
□スなど餘に窥いをのの上に■か 
ない。 

(ヒーター巧用時の 
な通で引义の恐れ） 


0 


アースを確実に取り巧ける。 

(な窃や*巧の時の恩巧防止） 

巧0巧けは、胜ホ店または巧気: LgJg にこ拍数ぐださい。 


e 

アース a 巧な 



■アース誦モがおる場る 

U —ド僚の先端の巧をむを、アース 
编子巧コンをントの 7^— ス骑ぞに確 
実に固定しで < ださい。 

か〇圉 

■アース端子びない場さ 

アース括の接地工事には r 巧気：!：巧 ±j の有巧なちがエホずるぶラを 
巧でをめ6れています，お两し化けの巧茹ちか、おぶくの電宽エ$ 
巧にご巧戳くだごい。（エさほ有科） 

ごま通 

ガス芭.水道度*盈亞がや電括のアース巧へのを巧はやめて< ださし、 


>巧の場合は、巧気エ巧±の有資括吾にぶ0 D 裡 
接地!:巧（接地抵巧 ：100D'k 下）をずることび 
ま律で巧我ヴけ5むていまず。おず巧おエ巧 
店に巧巧して戸ースエ事をして < ださい。 


湿気のをいお巧 

•水巧巧び巧巧する巧巧寒よ彻、コンクリート巧 
♦遺 I しよラゆなどをな造.またはおちする巧巧 


水気のあるお巧 

この巧を、巧巧しゃ巧預の取日巧けを巧巧づけを0 
ていまず A 

•水を較〇巧3±閒.洗いあなど水巧のある巧巧 
■おで奪など巧に水巧びお化した0、おなする巧所 


安をのためがずお守りくだをい 

つ I 、了この取巧說巧需および毁證へのま示では、戲品を巧全に正しくお硬いいにだき、あ 
^ なたや他の人々へのをまや財産への損害を未然に於止ずるために、いろいろな給表 


ををしていまず。その泰をと意械まなのようになっていまず。巧留をよく種解しで 
か5本文をお轿みくださし、 


/ K 危険 
A 警告 
A ま意 


このを示をお巧して、おった巧巧いをずると I 
人が巧 t ： または隱«ぞ負うを换び差し担って 
生じることが巧定される的営ををしています。 

このま巧を捕巧して、按った取扱いをすると， 
人が巧じまたは巧傷を負ラ可能性び巧をされ 
る巧留ををしています。 

この表を巧無視して、段った取扱いをずると. 
人び屬さををラ巧おせが想定される巧留およ 
ぴ吻的巧宙のみの発ホび想をされる巧留巧示 
していまず。 


絵表示の例 

A この捉ちはま意（をお’*苦をまむ）を巧ず巧 
宫びちることを普ばるちのです。因のややぶ 
括に具巧のなま it 巧容が描かれています。 

0 この妃号は禁止の巧るでおることをちげるちの 
です。因の中や巧持に g 巧的な巧化巧容げ描か 
むてレまず。 

© この記号は巧為を強お1した D 指示する巧房 
ををげるちのです。図の中やお房に具巧の 
な指示巧宫が捲かれています。 


•この機器は一般家庭巧でず。業務用にはお使いにならないでください。 

据え付けるとき 


謹編 


手動調理 


才—卜調理 


ご使用の前に 
ご使用の後に 
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加熱星のにおいが気になるとき傾いま 
ず。 


と D けしキー 


間透えて操作したとき、加熱を途中で 
止めるときに巧しまず。 


スタートキー 


オート調尊と手動謂理のときランプ 
(•) が点滅します。 

キーを巧すと庫巧巧が点打し、加なが 
おまります。 

加おが蜡まると 【• ） が消えます。 
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を部のなまえとはた6を 

操作パネルのはた6 


陪おを狀 U .. KER 離 
ドアが閉じただ幣で表ち惩に "0" が表おされている 
ときは1日がをに自動的に巧源び切れます。 

巧原が切れたあとは、ドアを開陆ずると再び里源が 
乂〇キーを受け付けます。 


オートメニュー番号、硬用ずるけ属品(黒島皿). 
吐上が0調節、加熟ち法、加熱時間、温お、 

HD を棚巧上下拉担を表示しまず。（责おはイタ 
—ジ固でず。 



— 1 1 さ 3さ崎41!， トトタニュ- 1^1 鄙が M 

的妙簽 i 政が卿.© 公)避)け J )-^ 


各部のなまえ 

熱風^^—夕一 

加熱室を部に巧扇されています& 

上ヒーター 
加离至天な部に巧感ごれています。 

テーブルプレート(セラミック数) 
围理ずるとをは好ずがが至底面に 
セツトし、すべての讚理に度いまず。 

庫巧灯 

皿受巧- 

黒肯皿 I 白肖皿をのせます。 

ドア - 

加戲中にドアを閒ける 
と、庫巧灯び消えまず。 

ドア从ンドル 
ドアファインダ 



操作パネル 




オー ト調理 

巧みのタニユーをセンサ^とマイコンが自動諮理しまず。時間や溫度設定のお是がち0ません。 



17種頸めメニューびオート图理できます。ゾニュ ー 
番号は表を窓に表示立れます。 


|7(リツお115青夏 t 〜 I 17概悔 セジトずるとをは、 
表あ翻〔口が表あをれているが應で、 (^ または |3 
を巧しぎず。 

i 卜 七 ^^^ 

1 7 クツキー I 阳け一 日ールで 1 段(黒ち皿 1巧)にす る 
とさに 巧し まず。 ちう 一度巧ずと2段(黒房皿2核） 
にちどりまず 


オート圏巧のとき、用途や好みに応じて巧いまず。 



區たた词 J 齡巧あたため I のときに憤います P 


キ^を巧ずだけで呂動のに加熟しまず。 


手動調理 


>料理にちねせて I レンジ i fnnR I 才ーブン11なな'瓷萄 
を遇びまず。 


I レンジ I :巧すと 取ンジ扔}口扣| 诗 I レンジ I 目〇〇が| 時 
I レンジ!百00叫 ♦ I レンジ1100が r の陌にセ!； 
をます。 


卜で 


I グリル i ; 巧ずと f グリル1 びセットでさまず。 
I オープン P 1度巧すと r 予热なし J 

: 2度巧ずと巧があり」になります。 
IPAM 漏 :かんたんパンや、3—グルト、 

博いまず。 


納豆の発爵に 


加融時間をセツトずるときに巧いまず。 I レンシ 17 0 Q 廊 
n z 7 を[節師自施刚レンジ|1加 W 肢 UJ 日 の加熱時 
間は30が計、 好^ブン 1阿 Ml 齡 レンジ)、 r 才ーブン I I 発度 I 
は S 日お (1 時間3日が)計にな D ます。にだし、リレー加駐の 


I レンジロ加闲「レンジ同扣叫 は犯分計 瓜ン詞孤 Wl [レンジ 「100 W 
はそれぞれ如分計にな0まず。 


j オーブン] の温度を韵節ずるときに使いまず。 

「あばる j とさは透)を巧しまず。 
r さげる J とをはを巧しまず。 

1ォ~ブン I 加熟中に巧ずと、設定した晶おを約2秒間表を 
しまず。 


•33ぺ‘ 


タイマーセツトキー 


バ^ッ麵 

倍巧 a 日巧巧 I ?クッキー日ケーキ日 A 夕- o - j レ 
10グラタン11攝けをの巧巧きるの巧 ㈱ モ014納綿し 
巧点む巧巧，巧巧17お究 


2 ぺージ 


表の窓 


ぺ■ジ 


宮部のなまえとはたらを 


ご使用の前に 


各部のなまえとはたらき 
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ご使巧の前に 






























































































































































付属品の種類 


OEP は使える。 

X陆は使えない。 



I 黒角皿 2 巧 

怖一 □一 
[聴あこめがす:） 


急ちずると.巧巧の 
島泣 I こな D まず4 



■巧網 

テーブルブレート.萬泻皿にのせて巧しほず。居火 
で巧5と、をおの碌因にな0まず。を巧は手 M 巧理 
でち巧理飄に紀がしてをる巧いかにに描0使えます， 




■スチームブレート 

f ^た;曲(巧曲器や B 巧巧のをの)にのせて (mb 
使います， 


■テーブルプレート ラ互ック_ 

閱理するときはおず抓お室あ部にわジ^ 
卜して、ずべての巧姐こ巧いまず 。し 一 
急冷すると到れることびお0まず。 




〇 


X 


〇 


〇 


X 


〇 


■取つホ 

黑角皿を巧0化すときに巧巧し 
ます， 

巧角皿をお0化ずときは中巧が 
を巧つ手で持 5* P めの乾いた 
&さんやおを持ちの才ーフン用 
手窝を拒い.晴をで近し入れし 

まず！ 



旧つず 


■ククレットガイド 
(本の 
■な証書 



テー ブルプ レー トの 
出し入れのしかた 

〈七ジトずるとをは>!!ェ- 

テーフルフレートの’テマエ‘表を邸 
を両手で持ち、帥稱室底面の 3 恼 
のグラムセンヴーに巧巧をちえな 
いよ 5 に巧まで乂のておかに加熟 
室歴窗にセツトしまず。 


<テーブルプレートぞ取 D 出ずとをは> 

テーブルフレートの手前を 
西手の指巧で興まで巧し、 

く持ち上げてか6テーブ 
ルプレートの下に指巧を入 
れて巧手で持ち上げてから 
巧0出します。 

巧理'をのテーブルプレート 
の取り出しはテースしプレ 
-卜とその周辺びお K なつ 
ている巧合びおるのでを g 
して < ださい。 



指巧で巧まで巧して慢く持ち 
上げる。 



テーブルフレートの下にお巧 
ぞ入れて兩手で取0出しまず， 


グラム•ポジシ3ンシステムの 
0馬調節のしかた 

巧めて使う前に、日点調節をしてください。 

•オート調理のとさにグラム，ポジションシステムを正し< 
はたらかせるために基準ををねせます。 

•曰巧ご读用の席を k とさどき〇点圈節を巧って里巧を合わ 
せて < たさい。 


操作の手順 


I 差込プラグをコンセントに差し込む 

♦表を窓に巧を表示ごれません。（待機時消»ちわオフ描 
能のためでず。11ベージ替お） 

ドアを巧けると 〇 のよラにお示します。 


〇 


ドアを開ける 


S 


© 力 D 熱室底面にテーブルプレートをセツ 
卜ずる 

あ加な室の底面の 3 おのブラムセンサーおよび加が室巧面に 
街 g をちえないように如が室底面にセツトします。 


グラムセンヴ^ 



© ドアを閉めてとりけしキーを 
3秒間巧し続ける 

巧ビジとブヴーび旧 D 、 数秒間唐の订が点のし 
まず。库巧打びミ肖むし、0点調節び売了し 
まず0 



ご巧用の前に 


が属品の種類/テ—ブルプレ—卜の出し入れのしかた/グラムポジションシステムの日点調節のしかた 
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空巧きのしかた使える容器、使えない容器 


グラム I ポジションシステムの 
〇点詢節が完了したを、ご巧用 
①前に、巧やにおいをとりのぞ 
くため、加熟室の空焼ををして 
<ださい。 

《油の規けるにお U や桂びおることがあ 
0ますので必ずおを巧けるか，換気思 
を回してぐださし、。 


操作の手版 


テーブルプレート 
をセットしてドで 
を閉める。 


〇 


弼臭キーち巧ず 

IRK 


み 

リ A ，でープ 

孤 


0 


スタートキーを押ず 



孤 


，途中で巧わる 


底日己， 


.終了音が鳴った5 


i 

戸グ 空焼きが終る 


ご 


A ま意 


空斌をの加お中やお了をしばら 
<は、ドア、キャビネット、加锐 
室、その周ぶにふむない。 
(やけどの原因） 




〇 印は使える。X印は巧えない。 


加な の 種類 

宮おの 種な 

巧子レンジ加熱 

ヒーター 加稱 

,グリル、1 
'、 才ーブン加が J 

ガ 

ラ 

ス 

容 

巧 

瞄觀性のガラス留お 

©# 

グ—\ 加組を*るをずると前れ 
V ^ ることがを0まず。 

細巧を*急 
をすると則 
1 /〇 ることげ 
あ0まず。 

耐熱化のないガラス宮乾 
を义ガラス、 A 01 

カット巧ラス. 

クリス51げ巧などち^^ 

X 

X 

巧 

お 

k 

廣 

耐熟性のちる巧お-磁器 

〕コット 皿、 

クラタン DD など^^ 

〇 

〇 

曰常度っている陌お•猫お 

あゎん、 

皿など 

r ぶし，辟な旅は ， um 
化お，削城のあるをのも夏 
巧めに L お腑るので巧え 
1/ まだん ■ まに服。瞄など3 
ー ホをの亂もの P 峭脚えさ色 
たち塞、巧哀はおくなること巧あ 
るのでま！ B してくだご化 

X 

ブ 

ラ 

ス 

チ 

ヴ 

ク 

容 

お 

耐热性のあるブラスチッ 

。ちぉ台感 

ポ U ブ□ビレンがなど 

猶紀窗弦び 140 t な上のるの 
で， rg 子レンジ结巧司」のを示 
のをるものを軌げす，ただし， 
砂糖> バター-なを使った巧理 
などは巧忌にな口‘径裝がおけ 
てしま5ので巧えません。 

にだし、け 

U ル•オー 
Y ブン後巧巧 J 
へ の表をのぁ 
るをのは棟 
文まず. 

その ffi のブラスチック 
容器 

鑛 0 

が140でま巧のをの 
(ポリエチレン、スチ □— 1レ巧 
唐なの1^«巧足1。巧<て杠 
. ゾ«巧で巧8ずるるのラ'ン. 
乂 エノ ー j レ •：! リアが！>アル 
— =などでま面ぶエした巧おな 

ど）は巧えまだん1ただし. 
軒け巧] のときにた化織ス 
チ a —ルのトレーがをえまず* 

X 

ラップ 巧 跨 

がみち度が140で化1のをの 
は使えまず*ただし，砂糖. 

() が一 ，巧を博った巧這など 
は H をにな0,ラップび留け 
てしま5ので巧えません。 

ただし、を 
Y 巧ではほえ 
まず， 

金属容器、金串、 

設 ミレ"^ 

巧おを反がずるので废まま 
. だん。ただし、アルミ巧ィ 

X ルはこのな巧を利用してな! 
グ〜みしずぎの费おをおおラな 
ど、菌分的に巧えまず。 

ただし取 
つをがプラ 
f 于ック © 
、ノ ものは巧え 
ません。 

竹、木、歸、紙、ニス、 
うるし塗り容器など 

こけた 0. 述〇がはげた 
り、ひ uni れずることが 
ある巧で座えま甘ん。均 
V にかをを巧っている它の 
へ は燃えやすくな0まず。 
ただし.巧卑-視ほ，紙は 
料理11にが R している话 
し、かにに頤〇语えます。 

にだし•棉 
拔紙や耐が 
V 性のぶエを 
へ 施した巧お 
凉は促是ま 
す， 


国巧モレンジ曲なとヒーター如なを爵るえないで< ださい。厨るえると食品や容器び発厘 * 
强义ずることび友0まず。抓总スタートを I が就の g 類を理認してください。 

画ブラスチック揉は豪庭用品品質表を;左に呈づ < 拓爲溫度表示をごろん < ださい。 

国巧贸や«曲温度がれか5ない留器は巧わないでください。 


ご使用の前 


空焼きのしかた/使える容器、巧えない容器 
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加熱のしくみこの才ーフンレンジについて 



お汲(窝闻波)でを品を 加 熟しまず。 

巧巧(巧巧巧)には3つの性 K びち0まず。 




を 


な 


氷巧をちんだを捕に 
は mm ご巧まず， 

がラス1巧お器など 
の咨器では「筋 ij し 
まず， 


を属にあたると「反 
しまず- 


を函にの収されたち放は > 水の巧子のまさつ 
里のを遇をにし.なを発生させます。このま 
さつ巧で食品をスビーディーに扣なしまず a 

レンジ加黙の特長 



11 


スビーディーで 水を搜わないの 

経済のでず でお養ちび保た 


骇 


をやお.里なび 
保たれます 


が 


れまず 


盛 D つけたぎま 
で如親でさまず 



食品を上ヒーターで加おし、食品 
にこげめをつけ.中はやわらか< 
仕上がります。 




お風ヒ ーター と上ヒ ターで 加締室 
の湿度を均一になち、食品全がを包 
みこむよラにして焼古上げます。 


♦グラム•ボジションシステムとは • I • 

食岳の至でを3個のブラム t ンヴーで計撕してを品の巧■をおおし•ごさ 
に如お室巧の溫贸ゃ巧気をが到ずることによ0を湿に巧適なお理時間を設 
をずるシステムでず。グラム*ポジションシステムをを箱にはたらかせ 
るために、曰巧ご馆巧の短に、ときどき〇点韵がを巧つで里宰を合わなて 


<ださい。旧ページを照） 


♦空子レンジの高周液おがま動調理)は70 OW です。 

この才ーブンレンジをお酉い上げし化だく前にお®いになってりた電子 
レンジ{离周教坦力が50印/^ゃ600邮のとを)の細热時卸こ比べて1〜2 
劉ほどかない時間でセツトしてください。 


■調理をの食品の出し入れにま意をして 

レンジ加がでを容器やテーブルブレー h* びがぐなるとをびお0まず。ま 
巧して取0出しでぐだすし、. 


♦食品の因ぐ巧国は 

2個 ULt 加おするとさは中巧に巧だて»きます。ただしタニユーによつては 
中巧をはずして■(巧さがあ0ます。料理巧を替弯にして食品を面く巧» 
を®認してびろ加なしてください。 


>同じ食品を2個 ly 上加熟ずるときは分匿を同じくをいにし 
まず。 


•還う種類の食品を同時にあたためるときは手動調理で加熱 
しまず。 


•オープン料埋のときは 

• 巿肪の料理ブックやお巧みのタニューを作るときは料理»のな似したメ 
ニューの時間と邁ちをを考にして手動で様子巧見なが弓規いてくださし、 
•才ート韵連で記がしているメニューを手曲で韵请する巧合は41ページの 
—加热時間一巧ま"を参踊し、才ーブン温度と靖き時間を目安にして巧きま 
す。 


•オープンを使いこなずために 

すーブンにはそれぞれ—<せ"がおりまず。料谭巧に記なしている方ミ去で加 
おしてを货き色が度かった0、巧かった D することびありまず。披定患度 
を1日〜20で上げたり、下げたりしてお整します。がををが运りないと 
きは3〜日分ほど追加相きをして讚節してくだ立い。 


•焼去ムラが気になるときは ••• 

加み途中で度品の前をを入れ哲えた0、上下结の货をムラが気になるとを 
は、調理の途中で患ち CE の上下段を入れ哲をまず。このときおち皿や加が 
室がお<なつているのでま s してください。入 n 每えるとさは巧角皿の中 
巧部分を取っ手で持ち、巧めのをいたふをんやお手玲ちの才ーブン巧手袋 
巧度い衝手で入れ留えまず。 


♦加が中のドアの開閉は 

如おまの遇巧び下がコてしまうのでドアの賊閱は手早く控えめにしてくだ 
せし、。 


♦焼さ上がった5ずぐに取り出して 

そのまま加が至に HC とをなで焦げ週することびお0まず。 


ご使用の前に 


加熱のし<み/この才—ブンレンジについて 


〇 



知つておいていただをたいこと 


必ずククレットカイドに記載している方法でお使いください。 

記おしている方法でお疫いいただかないと、上をにけ上が5なかった D、 が障め原因になりまず。また場合に 
よつては発眉*発火-やけどなどびおこる巧れびありまず。 


待機時消費 要 カ オフ機能について 

才ーブンレンジを使用していないときの巧力を節約するため10巧後に自動的に發源を切 D まず〇(表示窓の— 0— 
表示がミ岩无まず) • キーを巧しても受け巧けません。ドアを赌閉ずると巧避が入 D (责おおの<0•表示が点幻しま 
ず)キーををけ巧けまず。 

• ドアを巧じたげ度で莲込プラブをコンセントに差し这んだだけでは饭巧が入0まだん。一居ドアを開けて<ださい。 


tt 上がり讓キ - のにつし、て 

才ート围理のれ上が0を、巧途や巧みに台わせて加なずるとを使います。 


I 剛翻 f 配顶 ranu 麵き ( 福 1] 臨！] ) 防巧=119バタ-□-ル| 【10グラタン1 

『1 H けを巧朽巧きちの1朽巧めもなり4をわん巧 口 のとも3巧おに围節でをまず。 

A 押すと！ S 、ソ巧ずと HI にな0まず。通巧はになっています。 

時たため|口こはん| 「2牛狂I 巧を：^|1日捕らり16みお固 [TTlllPAM 端1 (レンジ]のとき、己段お 
に巧節でをまず。巧めは@にたットしてありまず •『とはん|| 2串を J はお位みの吐上がりにセット 
して保いまずとIその社上が0の目盛をお坦します。ただし、をを窓に’ cr び表示されている間、差し 
込みフラグをコンセントからはずすと記憶されません。 


巧段階阐節） 


(な） 

■強 

(觀$) 

»中 

( 苗） 

•弱 


(5 巧お巧協） 

(注） ■強 
{K>pm 

mm ) 

<ややを） ■ • 
{西） ■弱 


>中 


>諷節のしかたは、そのぞれの期理のコツををちにしてください。 

>吐上び D 勘節は . fe たため] の巧合I孤お時間を表示ずる前に巧います。その惟の巧を.スタートキーを巧ず前に巧い 
まず。 


グラム，ポジションシステムにつし、て 

食品のお■をはかってオート調裡ずるグラム*ポジションシステムが内歲立打ています。 

费品の加蘇前の温度、おがやが質、寫發の巧馬によってを品の仕上び〇溫度は男なります。 

が必ずテープルブレートを加が室思面に正しくセツトしてお巧い<ださい。 （C □己表をび出で加がでをまだん。 


ゾ□ディー機能についで 

濟埋スタート、按了等を* /□ディーでをしく班5だまず。巧みによってゾ□ディーまをプヴー畳に切り替えるときは、 
差込フラグがコンセントに差し込ま打ている巧應でド尸を開巧して轰示樹こ’ Q— を表示ごせてか 6* 化上びり班筋丰一 
Vを3お間巧し紛けます。ビツとブヴ*-音び W つた与•切日留えがお了です。同じ暧作でフヴー音をメ□ディーきにを 
どすことびでをます。 


食品の取り出し忘れ防止プ ザー 音についで 

リロ热巧了後*を泣を取り出さなかつたとき，’ビピビ’とブヴー音び約1巧ごとに3回明って巧5巧ます。 


PAM1000VV に二)し1て 

ち固巧出力1加 0W は、捷時闻届出力巧館雨大3お問)です。才ート巧理のあたたゆ等の限定したイニューにめみ®きまず。 


黒角皿のセットは 

•黒角皿は巧風を円滑に絕預さはるため、加熱室の資まで確実に入れまず。 
•黒角皿はメニューによって、上度、下段を怯い分けまず。 


巧四日 


もちは規けまはん 

力0なぎび大をいため、娩きをびつきません。また!-ーストは加な室び太きいため時間びかかりまず。（日9ベージを照） 


ご使巧の前に 


知つておいていたださたいこと 
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EHUi あたため/解凍あたため 

ぷじがっ たままのおがおやぶ躍して冷凍した ぶがぶをスビーデ V — においしく化 /:げきす， 


あたため II 解凍あたため I の使いかた亂 I 頭 S 這た め 


1 。 3心4なトトに卜 OrtiStt … |_ L ザ凹這^ 

留©感を2) 〇> 巧?）熱0 


、 

がロレ J J 


食品を入れる 


おテープルブレートげ 
細掛室面面にセット 
してし1ることを確設 
します。 



1おを巧のあたための《を） 


〇 


帝たため I キーを1度 

巧 


巧巧打び点巧し、抽热 
び植ま〇ます。 



レンジ 

1 

巧—卜 

f 

1 


-巧が没に巧〇る 


年一を巧すごとに1時2岭1とセットできます。 

1:常温，冷ななをの度品をあたたゆます。 （1 5‘ 16ページを转） 

S :ち巧巧をのを品を惧巧してあたためまず。 C 15-1 6ベージを照) 
キーの巧しかえはキーを巧したを約2巧巧受けつけます。 



、ムぶグ， 

—み 

V n 

i トト 

二 L バ 


，途中で変わ i ). 


«トト 


I 巧 


イ 


心 終了音が鳴った5食品 
f を取0出ず 


策をび‘ 0' にな0.加 
热び措0ます。 


S 


»牛巧,のおたためは に牛が] ををいまず。 (17 ぺージを照)，お巧のあたためはを動興径で加がしまず。巧スがページをお） 

> ご飯のあににめは、 M ごは间 冷巧ご族の酵巧あたためは V 腾巧あにに匈 で が親しまず。 

り あにに创 キ H もドアを曲めて巧10分切巧(巧示おに’0’び表をごれでいる間)に巧してくだごい。お no 巧を理ぎるとスタートしません。 
ドアを姑巧しで I あたため I キーを巧してくだたい。 


區たため]酵ずあたため I のコツ I 


1回のが«は適■で¢1日ページ彰照） 

1〜4人お(ま苗と容器ををわせて1ぶ册径 
まで)でず。か鐘び欄にみずぎた D かなずぎ 
ると上手に化上がらないとさびお0まず。 

る品の fil りり0日 g ホ巧のときやまんじゅう， 
バン巧や;^巧野萬を加がずるときは，モ巧濟 
理で加なします。り6、リベージ参邸 

同じものを2お«上加热するときは 
を泛の分■を同じ<6いにし、テーブルプレ 
ートの中巧にをせて ar さまず， 


おず 巧度 器 やお稱 性のガラス資おを 
皮って 

♦ブラム-ポジションシステムげはたらき 
ます* を涅め里に合った大をさの容塞を 
巧います。 

容器の大さすは、を品を入むたと奇 A 分 
目なになる大ささび る 当でず， 

•みそ汁のおわんは巧ままはん。 

巧彼の調理済貧品は 
♦巧眼の愛理済みを品をぶおするとさは. 
メーカーの指おに化い手曲巧涅でな]お 
しまず。 

■ちぶを显をぶなずると壬は食品ゾーカー 
まをの!レン':^邮巧で孤巧します. 
♦発进スチロー/しの容器やトレーほを対 
に巧巧しないで下さい。 


せ上がりびめるかったときは 
I レンジげ日印柄 でな子を貴ながら、さ 
引こがみしまず。 

■ 巧た に创 nn あたため I で這細加な 
ずると、巧 <な0ずぎまず。 
ラップの巧い分けは 
ほとんどのおたためはラップをしませ 
んが、想疑などのはじけやすいをのや 
巧逗ちみを巧賣函のが巧をたためはラ 
ジブをしまず。り4 ‘ 15べージ替お> 

インスタント食品は 
42ページをを照して巧なします， 


正しい度いかた 


才—卜調理 


あたため\解凍あたため 


2 

ii 





1ごはん 


ごが.ヒラブ々どごみもののみたためじがいます • 



します。 


[ご K の g さ J 


Q 11ごはん I キ-を巧ず 


け 


0 スタートキーを押す 


库内むが点なし、加な 
びをま0ます。 


下一 瓜5^ 

;1トトの? 


• 述中で巧わる 


ツジ 

版 


^ 終了音が鳴った S 食品 
を取り出ず 


表示び‘日•にな D . 加 
说が按0ます。 


S 


[ T ごはん! のコツ••… • ••… 

1回の巧通は通崖で （16 ベージを照； 

1〜4入分(食品と容養を合わせで1.目00 
島まで）です。分■び巧逆にをずをた0が 
なずぎると上手に仕上び5なし1とさびあ0 
まず，を品の靈■むり00巨ホ巧のとをは* 
手お調理で胡おします，（16、27ページ 

m ) 

ラップの巧 U 巧けは 
冷苗や巧通のご西はラッブはしません， 


を;まご飯は I 巧;1おたため I で加城し 
まず。 （1 日べージを辩） 

冷めたご盛やピラフなどのかたま 
りはよくほぐしてか5加熟します。 


おず巧班器や W 蘇性のガラス宮器を 
揉って 

♦ ヴラム > ポジションシステムびはたろを 
まず。食品の■に含った大ささの容器を 
巧います。 

咨密の太さだは、を這を入れたとさ A 分 
目位になる大をごげ廈当でず。 

巿おのご巧、おにさりは 
♦巿眼の顯理巧みを品を扣巧ずるときは. 
ゾーカーの指あにないを曲屑理で加なし 
ます。 

♦巧巧の巧巧バックのご西をあたにめると 
さは42ベージを参踊しまず。 

♦巿賄のおにぎりをあたためる時は*包 
窝のままで班蘇すると包装やインク 
びテーブル ブレー トに巧巧してしま 
5ことびあ0まず。おず宮装をはず 
しで手的調垣で加がしまず。 


化上が D がめるかったときやを 
めかけたとさは 
I レシ か7 邮剛で樣子を房なび 5、 
さ6に加おしまず。 

< 11 ごはん I で追が力 D なすると、巧く 
な D ずざることがお0ます。 


2個 L ゴ上加熟ずるときは 

テーフルブレー H ^)中巧に窗せて丽をま 

ず。 


正しい底いかた 


才—卜調理 


ごはん 
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冷めたご飯、お総菜のあたための 
コ、ツ 

を爲のものは、化上がり調節 i やや強にちわせます。 


ラップなどのおおいを使い 
巧けて 

ほとんどのメニューは，ラッブなど 
のおおいをしまだんが.し1か、え a 、 
魚、巧巧.マッシュ jt /- ムのように 
巧び肢 D やずし\ものが入ってし、ると 
さや、カレー、シチューなどは.ラ 
ッフや&たをしまず • 巧ッシュ J レ- 
ムなどはあ与かじゆ取 D おを. 曲巧 
酱加えまず。）- 


看 


包装や宜お、巧質にま? i して 
巧巧のお巧巧やみそ汁を巧たためる 
ときも包装が態や容爱にを巧しで 
<ださし U 電子レンジに向かなし、村 
H や巧空パック入0は.おず固巧器 
や拓なをの容器になしでか5加巧し 
まず。 



スーブ、シチユーはかき混 
ぜて 

班なを*表面に廣をはることがある 
のでかをおだまず。 


水分を補って 

ご度をのや巧しをのび物 i ぎみのと 
きは、水分を巧ってか弓ラップをし 
て放みしまず。 



加がをの余斯を利用して 

どんぶむらののよラに、ご巧と具び 
ひとつの舊に盛0つけておるをのは 
巧たたま0房音に a いび化まず。 
このぶラなとさは、おおいをしで則 
巧し*加巧をそのまましば5<お舌 
ます。 


が 


オート調巧であたためられな 
い料理があ0まず。 

まんじゅ5、 K ン深、を巧巧男などは 
手®で扣なして< ださし、 （16 ページ 
を照） 


調理済み冷凍食品の 
解凍あたためのコツ 

會品の重ちが容器の重 S より重いときは、 
仕上がり調節やや挂に食わせまず。 

包装やラップをはずし、容器に移しか 
无て 

をやラップなどを吸 D ， 巧曲萬や贸お巧の容器に 
巧してから油おしまず， 

巧お急のなかには巧ずレンジで巧える包妄ちお D 
まず，指をにない細なしまず。 


重な5なし1ように並べて 

シューマイなどはなびを < なってち、重な5なし、 

よ51こ曲などに平6にがべて加巧し茅ず。 



ラップまたはみたを巧いがけて 
I まとんどの料理んおおいをして解巧あたためを 
します。おおいをするとさはゆと曰をちつてかぶ 
せをす。フライやコ□ジケなどはおおいをしませ 
ん 1¢ 


ち 


ひとかたまむにして;を凍したをのは、 
加熟をかき混ぜて 

カレーやスーフなど、ひとかたま0にして冷凍し 
てあるをのは、孤なあかを適けまず， 


也ん与 



巧っているをしみや生ちのの巧、 
みのお度は 

を巧いまず 。 U 8ページお照） 

いか料理をするとはじける 
防ジ で加な转@をひかを 
めにすれば、はじけは鼓くな D まず， 


調理済み食品のを凍が巧(フ U — ジング)のコッ 




★がいちのは 

よくをましてか6冷康します。 

* ごがやカレーなどは 
ご飯は1杯か ( 1己〇呂)ずつに、カレーなどは1のり0日〜300巨)に分け、 
巧く（厚さを〜 3 cm ) 平らにして冷凍します。（为ごとのマッシュルーム 
など巧ヴ散0やずいをのはおちかじめホ巧に切っておきます J 
* 野巧は 

固ゆにゆで、水気をよくきって1回が {100 〜200巨）ずつラッフなどで 
包み、冷ずします。 


正し S 巧 S かた 


才—卜調理 


あたため/解凍あたための n ツ 
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ご飯、お総菜のあたためメニュー 


• ご飯をのは [1 ごはん I キーで、お総萬は 原たため I 牛一 
を 1 度巧して加な しまず。 


•貴品の重■が100 g 巧; II のときは手動調理であたため 
ます。 （1 目ぶ7ぺージ参照） 


•才ート韵理の1回巧の5^置目巧は1〜4人分です。 

(お■はを品と容爱ぞ合 b せて 區臣た到は 1日日 Og 、[ IMS はロロ0目まででず J •即ま ラップまたはふたなどでおおいをずる。 X 刚まおおいをしない, 


ゾニューさおよび围理のコジ 

おおい 
のち巧 

飯 
を I 
の 


•ご節*おにぎり 化こはん! で ffl &) 

表面がお巧ぎみのときや' やわ6か 
<辻上げたいとさは、水や酒をふる， 
おにぎりは no にのせる， 

•チヤー/1ン ■ ビラフ (リこはん1 でぶ病} 

放巧を.かを混ぜる。 

X 

め 

ん 

類 

m 

♦スパゲッティ‘焼そば 
宮器に入れる。 

加骑を，かを衝ぜる。 

X 

焼 

き 

ち 

の 

I 

か 

•焼舌窝 

巧ぴ敎ることがおるのでだおいをずる。 

参 

•携きとり‘焼き肉 

虹にがべる。た n をめつてか5加な 

する。 

• A ンパーブ 

y — スは刑び助ることげおるので、 

如巧をにかける。 

X 

揚 

げ 

ち 

の 

•• 

•天ぶ5-フライ•コ□ッケ 
皿に巧べる。えびやし)かは巧びがる 
ことが巧るのでおおいをする。 

巧■のみないとをは吐上が0巧節 
!やや發^にをわせる 

X 


タニューをおぶな疆種のコツ 

おおし、 
の欄 

炒 

ゆ 

も 

の 

敏 

参野费の巧めらの•が嫁* J ほ菜 
容器にんれる。巧震がめびを巧し 
ている場合はバターむヴラブ巧を 
ぶえる。ぶなを.かをおぜる。 

X 

m 

を 

の 

が 

•野巧の煮らの*おでん刪诚口 RO 
容萬に入のて巧けをびける。 

X 

•煮庶 

お魚は身び巧び曲ることがあるの 
で*謀めの皿を巧し、おおいをする。 

• 

蒸 

し 

ち 

の 

雜 

•シュ ー7 ィ 

をな百ないようにのにあべ、ホせを 
巧ってか巧脚みする。 

を巧ぎみのとさはサツと水に < ぐ 
5だる* 

X 

汁 

を 

の 

が 

善カレ^ シチ：!一 

細巧を、かさ逼だる。 

えびやいか、なごとのマツシュルー 
ムが琳び化ることびある e 
吐とがむお愈 i かや资に合わはる。 

参 

看みそ汁.コンソメスーフ 

を裝やブラスチツク裂の宮器は使ま 
なし、巧泣器や耐なはの容器を攻 
化上び D 調節にをわはる。 

X 


を凍ご飯、を凍お総菜の解凍あたためメニュー 


♦ 面た ため1 キーを2度巧して 南巧あたため 1 で興涅しまず。 
♦才ート到巧の1回がの分量目安は1〜4人ザです。 

C 分置は食晶と容器を含わせて1ぶ00艮までです。） 


参負品の里里が100呂未おのとをは手動調理であたた 
ゆまず。 （1 目* 27ページを照） 

•巧は ラッフまたはふたなどでおちし t をずる。 X 即まちおいをしなし 、 C 



メニューちおよび閣理のコツ 

おおし、 
のち無 

こ¬ 

が 

暑 

め 
ん 
ま貝 

0^、• 

•冷巧こが*おにぎり 

四角おにおかごたこなを平皿にのな 
る。2恩しんとのときはが■を同じに 
して中央をあける。 

•冷;束チヤ ー A ン-ピラフ 
ほぐして画こ入りる。 

加な後かき虽ぜる。 

•冷凍スパゲッティ 
皿に； Ml る。捆お後かを患だる。 

• 

焼 

を 

を 

の 

参 

♦を; f A ンバーグ 

皿にのはる。 

• 

淳 

复 


•冷凍天ぶろ ■ フライ■コロジケ 
曲!におべる。化とが D 巧節[やや瑪1 


Sk 

か！にをわはる。巧び気になる 
とずは、加巧を.ペーパータオル 
にとも 

X 


メニユーちおよび狙理のコツ 

おおし、 

の瑜 

炒 

め 

を 

の 


♦巧凍 A 宝巧 • ゲートボール 
容造に入れる。 

加稱を、かを混ぜる。 

# 

m 

し 

ち 

の 

驚' 

■をずシューマイ 

巧ジと水にくぐろだて HD にがべる。 
加が送すぐにラップをはずず， 

• 

ホ 

ら 

の 

心 

1 

•冷巧カレー，シチュ ー 

苗麻巧の容おに入打.おおいをずる: 
&たの巧む D にラップをずるとき 
は1 tt±J が D 蘭節やや種]か強に 
合わせ，ゆと D を它コておお5。 

• 


正し3淀いかた 


ォート調理 


あたため/解凍あたためメ I I ユ— 
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产 - I あたため ] IK 巧 あたためごはん I メ ニユーをず動調理ずるときの 

加熱時間一覧表 

あたための目安時間 辭凍あたための目安時間 

隹 印はラッフまたはふたなどでおおいをずる。 XE 日はおおいをしなし、 •目] はラツフまたはふたなどでおおいをずる。 x ® はおおいをしない。 


EaaHyj 


A 


オートメ 



1:乳 を中一 もがすだけで. ぶみご巧めがぶじ あたためます 


2牛乳 の使いかた 


1 2 編,の が 

曲を)# Tif ) 5奪)处 

§ ^ 


食品を入れる 


激テ-^プル7レートび 
加稱室底面に t ッ h 
していることを確認 
します。 


t 




〇 


2牛？1 キーを1度巧ず 


表をおに rsj がを示を 
n . スタートのランプ 
びな巧しまず。 


-フライなどの市販の冷凍食品を加熱ずるときは一 
食品 メー カーび 指をずるトレイや容器に入れてテーブル 
ブレートの中巧に巧きまず。加な時間はゾーカーび記が 
しているに女司雨印がの時喊を貸巧にして様子を爲なが 
ら加がします。 （1 個50邑下のをのを1〜9個で疵熱ず 
るときは記截時間より若干をめに撕おしまず。） 

(1 mL = icc ) 

まんじゅラ、パン、を;東野菜の加熱時間 

■まんじゅ5 •パン類やを凍野菜は、オート讚巧ではおたためちれません。 

[レン ジ j ク加如] で加熱してくだホし、。 •印は ラリフまたはふたなどでおおいをずる。 X 印はおおいをしなし、。 


0 


スター トキーを巧ず 


夕;/ 終了音が鳴ったら食品 
を取0出ず 


[_2牛乳 I のコツ 


巧巧なびな口し、加な 
び始ま0ます。 

■途中か6读〇時担]を 
ちのします。 


表示びで’にな0,細 
なび抱0まず。 


途中で巧わる 


が置は 

1巧 (200 mL ) から4がまです • 1がが兴 KlU 下の時は 
[ レンジロ Q 0 WI か I レンジ I 5 Q 0 WI で加がしまず。 

(27 ベージを焼)り mUlcc ) 

宮樹ま 

応□で巧のをいマグカップを使います。 

牛乳はを届室から化したてのものを使いまず 
冷拓至から出してしば5くおいたをのを孤おするときは顆1 
で加なします。 

牛を i は曾器の7〜目分目まで入れまず 
留養に巧してか震■け下}しが入れないと、加巧ぎから 
取0出したをでも巧然巧と5しで滞びが D 、 やけどずるこ 
とびを D ます。 

车乳びんでの帥熱はでをません。 


化上が D がめるかつたとをは 
r レシす I 70 QWI で様子を見ながを、でらに加がします。 
IT 竿乳 I で追施ぶおすると、節くな D すぎます。 


がべかたは 

2憤け上の巧をはテーブルフレ- 
ず。 


卜の中巧に畜せて S きま 


目园、/敵 
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おおし、 
の有無 

手の据理のリ日が時間 


メニューを 

I レンジ170日 




分 ■ 

施が時間 

ご 

飯 

ご想 


mg (1 巧） 

巧1お 

の 

おにぎり 

X 

巧 Og (1 旧） 

/ 

め 

チヤ ー A ン•ピラフ 

250 g 0人な) 

巧1かの砂 

ん 

巧 

ぶげッティ*保き甜 


巧2巧孤巧 

m 

ち 

おきお•悅き肉 
A ンパ-^ 

X 

…〇居 （1 人が 

巧1巧 

の 

席きとり 


150 g ほ串） 

約1夕娜 

浸 

天ぶ S • フライ 

X 

10 Og (2-4 fi ) 

約4日〜日嫩 

義 

コロッケ 

1犹 g (纯） 

犹巧 -1 か 

げ 

め 

ち 

の 

巧なのけめもの 

X 

200 g (1 诚 

約1分40砂 

が豚 • 巧 

弧 Og (1 人巧 J 

の2巧30秒 

煮 

ち 

の 

巧巧の煮ちの 

X 

mg 。人が） 

1讚〜け自蛾 

煮魚 

卿（蘭） 

灼自白秒 

森 

ち 

の 

シュー7イ 

X 

微 g 

り〇〜刪 

約1が10秋 

汁 

ち 

の 

幻レー‘シチュー 

• 

孤 3 g りが j ) 

的1が40秒 

みそ汁 

コンソゾスーフ 

X 

1加 ml りが） 

1が Og 〜1が ㈱ 




おおし1 

mm 

手®讚巧の加が時間 


ゾニューを 

[レンジ 

700 W 1 



分 霊 

抓な時間 

ご 

巧 

を巧ご飯 


ISOfi ( Iff ) 

幼〜巧3蛾 

の 

ち巧おにぎ D 

参 

150 b im 

め 

就チゃ - A ソ■ビラフ 

350巨【1人巧） 

3舶日好〜4分 

ん 

m 

冷巧スバゲッティ 


望 

を 

m 

冷凍 A ：/ パーグ 

• 

1日日呂 （1 入が 

が3日をづ分 

を3天ぶ5 - フライ 

K 

1邮邑に〜4旧） 

お1制峨 

營 

の 

み巧コ□ッケ 

ISOg 巧邸 

脚〜巧3哪 

妙 

め 

荒读八ま窠 

参 

30 Og 。人が 

が湖卜4脚 

ち 

の 

を巧 S — トポール 

職り人巧） 

の2巧1日砂 

m 

し 

ち 

の 

お巧シューマイ 

• 

£瓜昼 

り〇〜口職 

2巧如秒〜3が 

汁 

君 i 

麻 S カレー*シチュー 

• 

200 e り A 巧} 

3お30砂一4分 


S 


が/ 

の 




ゾニュー名 

おおい 

巧屋 

加热時翻 

調理のコツ 

% 

じ 

ゆ 

>/て 

ン 

姑 

^ 参 

あんまん-巧まん 

• 

邮長 

30〜40巧 

底の紙を巧0、サッと水にくぐ6せてか 
らゆとりををたせてラッフで毎み.皿に 
のせる， 

冷巧あんまん*巧まん 

BOg 谓1化 

朗巧〜1巧1日が 

m 

まんじゅう 

X 

1孤 g (己が 

郎〜那殺 

包装をはずして皿にのだる。 

加親を、時巧びたつと国<なるので， 
食べる直前に奶巧ずる。 

バン類 

卵 e U 〜己ち） 

約の巧 

の 

凍 

野 

m 


ミックスベジタブル 
グリンピース 

X 

100昼 

1ザ〜1がの巧 

沒かろ化して巧ッとボにくぐらだ*のににげる。 
化おをけきなぜる。か歷〇 00 s お斯をラップ 
に宮んでが麻ずると，こけた0巧みずることが 
ある.這5ベージ胃） 

ほラれん草-いんげん 

目弧居 

1巧郎歡 

魁 

枝豆-かぼちゃ 

• 

白口蛇 

約3分 

スイートコーン 

3阳居り本） 

曰■■■■■色が 

包妥をはずしてサッと水にく<6せ5ジブにを 
んでな疆する。 


正しい使いかた 


才—卜調理 


あたため、解凍あたため加熱時間-費表 


6 

J— 


正しい使いかた 


乳 

牛 

2 


す—卜調理 








































































































































D D D D D 


□ □□□□□□ 




PAM 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□日 


(D ) ^AMDD fSDDD I D DP 

D D D D D D 




■X'DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 
D D D D 



DDDDDDDDDDDD 


o 


□ □ 



□ □□ 田 3 □□□凹 

強 

レンジ 


DDDDDDDDDD 

• 中： 

? 


□□□□□□□ 

弱才-卜一 

J 


□ □□□□□□ □ 3 蜂 4 峰 30 □□□□□□□□ 

3 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
4 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


0 


DDDDDDDDD 


DDDDDDDDDD 

□□□□□□□ 



善□□□□凹 


強 

レンジ 

—中 

U cn 

弱すート 

1 分 JU 秒 


PAM □ 山卽 □□ |4 回 


□ □ 

□ 

□ □ 

3 4 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

12 

/_\ 

D 

D 

D 

D 

D 


□□ 


□□□□□ 



D 

D 

D 

□ □ 

□ □ 

I □ 

D 

江 □ 

D D 

□ □ 


〇 


D 

D 

D 

D 

D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 


ん 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

凹 □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

□ □ 

D 


D 

D 


□ 

□ 


□ 


□ □ 
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•□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDDDDDDD □□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

•nnnnnnnnnn 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□田□□田□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ (□□□□ の □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDD 


PAM nnii3nnn i n □ □ 


PAMDDHn D JD D D 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□a 


DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD 



DDDDDDDD 


DDDDDDDDDD 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


DDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD 

□ □□□因□□□□凹 □ 

□ □ □ □ 

DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
□ □□□□凹 



DDDDDDDDD 


技 ; 




DDDDDDDDDD 


• 200D □□□□□□□□□□□□□□□□□ の □□□□□□ の □ □ 因 □ D D D D D Ed □□□□□□□□□□□□□ □ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
•DDDDD3D5DDDDDDDDDDDDDDDD 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


□ □ 
□ □ 

日日 w 

□な 

□ w — 


n 

□ □ 

日 w 

□1 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

D 

D 


□ □ 

□ □ 


M 

A 

p 


D 

□ □ 9 

□ □ o 

日日 u 

□ □ □ 

□ □ □ 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

w 日 

4 □ 

m n 

□ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 


D 

D 

D 

D 


□ 日 

□ □ 


□ □ 

□ □ 


□ □□□□□□ 


□ □□□□ 


p A ^ 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

4 

□ 

□ 

□ 

3 

□ 

□ 

M 

A 

p 


D 

D 

D 

D 


□I 

n 

M 

l2j 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 


□ 


日 


D 


D 


M 

l2j 

D 

D 

D 
D 
D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 


D 4 
D D 

品 日 
□ 〇 □ 
□ 2 L 
D D D 
D 

- 

o 

o 

2 


□ 

□ 


巨 

n 

n 

n 

1 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

区 

n 

n 

1 

□ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 
□ □ 
D 
D 
D 

□ □ □ 
□ □ □ 
D D 
D D 


D D 
6 


B 日 
D D 
D D 


D 

5 


削回 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


品問 

n _MM- n 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 
□ □ □ 


D 

D 

田 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

m 

c 

3 

D 
^ — _ 

D 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
9 n 

-w 日 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

凹 □ 
□ □ 
D □ 
□ □ 
□ □ 

凹 □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 

□ □ 

D 


D 

D 


□ 

□ 


□ 

□ 

□ 


□ 


___ 

□ □ 
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オート巧理 



I 巧, 1 7ウ。牛一日ブーキ 9/15-0-* 
の巧タシ 11 i け的巧が的はか化の1け CWI し 
巧由 i 出） yim 巧 


tii 破の乎ル ド说 W ♦ 冷嫌のおががを，ミ、 m のががにのせて中は f しっと0 !お破は f こんがり J がき たげます， 

巧巧のお巧 
を巧う* 


パリッ庫] 網焼き 忆を蔵 I 旧を瑪 の使いかた 


1 と 巧!^ 

曲が鄉 


軍 


側口/"、 



言 


卿)圓み鋪遺品®ち含 

食品を入れる 


^§^テーフルプレートが 
加が室!度面にセット 
して U ることをお設 
しまず。 



けルド A ンパ—グの!!苗 
师ページ幽 




Q 


オートメニューキーを 
巧ず 


をおおのをちをオート 
ゾニューの番号に合 
むだる。 

■スタートのランフが 
点巧します。 


スタートキーを巧す 


I » 


ニ トト Sl J X 


fTX 、 


.： 


-かりう n 

» 夕-卜 ICsJUa 


巧拟をに巧わる 


途中でをわる 


ク 終了音が鳴った5食品 
を巧0出ず 


庙巧巧げなのし，加旣 
ぴ炮ま0まず。 


m 

■の 


-…ル 

SJ 


nn 

馬： j-h jsLfU り 


ち示び’ 0— にな0、加 
巧び巧0ます。 


S 


[7< リッ庫 I 網焼き ち冷威をを規 のコッ 

が■は 

1人巧(約10 Og 卜6人巧まででず • にの巧■む対はオート 
弱巧でをまだん） 

巧がちになるときは 

グニューによってはを巧な展がテーブルブレート上に落ち、たま 
ることびちります。テーブルブレー h にべ一>タオルをおいで 
巧] 魚するとよいでしよ5。 

グラム-ポジションシステムび®きまずので陶磁器 
や耐な性の皿は硬わないでください。 

食品を巧 D 出ずときは 

»をの乾いた麻さんやお手持ちの才ーブン用手巧を巧ってを 
品をのはたまま焼巧を取 D 化ずか、巧ばしを博ってを品を医 
援取〇出します。 


食品の種巧によってキーを桂いまず。 

陌ぶな 1 は、巧通やを面な存の與理演みを品やチルド毎湿 
を加熟しまず。 倍を型は、 調理ちみ冷巧を品を如热します。 
加热ずるを品は 

チルド窝品や迎理済み冷凍を品の J V ンパーブや焼定おにざ 
りなどの巧きもの、巧げをの、フライを加なしまず。中は 
レンジですばやぐ加なし.表面はグリルでこんび0とおき 
たでに化上げまず。かさくてお巧にのせにくいちのは累角 
皿に屋援または才ーブンシートをがいた上に並べ 上段に 入 
れをか括 こラ歹 igr び切 で巧デを見なびら说がします。 

テーブルブレートにアルミぶイルは紀巧にがかな 
いで < ださし、 

レンジ加熟の時に、义巧(スバーク)の原因にな0ます。 

才ーブンシート(才ーブン脚は馆巧できます。 


正しい使いかた 


才—卜調理 


パリツ庫網焼き{冷蔵•冷凍〕 






オート調理 


オートメニ 




パ Ijy, 

[& をを的厂ぁ 7クツト fi ブ-キ目けトトん 
10ブ巧ン U ■げむ& 口がが巧 Mb® W* 化！し 
巧な〇 15 S \ 7 m m 


故 I 撕默半:だからが話 15 cm から 2! rm の ヌホンジグーキがた P に紙すます， 
クッキー は i 巧に2段でたくさんがれまず* 

T : 作り ダラタンもキーをぶ/もでスタート牛一 を碑ずだけのかふた A がか-です 


7クッキー〜10 グラタンの 使いかた 


m 

下段 

上下巧 

口 


巧巧の黒角皿 
を巧5。 


# © # 色 3 -， 。趙） ， !齊)苗 J 



(阿) りクッキー I の場合 
實品を入れる 


〇 


才ート^ニューキーを 

巧ず 


e 


1段/吕段 I キーを巧し 
1段に合わせる。 


om *2 n 

〇 


激テーブルプレートび 
孤な型唐面にセット 
してし\ることを植認 
します。 



(クッキー1巧の《台 J 


巧 

■の 


をお窓の番号をオート 
ゾニューの番号に合 
わなる。 

■2 威のランプが点灯 
しスタートのランブ 
び点巧しまず。 

を1段調埋のゾニュー { 巧でブつの ) は、1段巧段キー 
のランフは点口しません。 


Am 

•m 2ia 
〇 まず 


1辑のランブぴ巧巧し 


•: 


n 


上ぶ 


0 


スタートキーを巧ず 

巧巧口び点巧し、加な 
び怡ま日まず。 

m 

■中 

、いも 

f>n 

ことか 

心 期^ 


■送中か5揀〇時間を 

«トト 

t し J 

、 1 


表示しまず。 


一//、 

を中で巧わる 


m 

■ホ 


卜了ン 

油 


iJt 


J 終了音が鳴った6食品 
ク を巧り出ず 


表示び0にな0、加 
掛が終0ます。 


S 


7クッキー|[8ケーキ1區バろ一□—ル] [10 グラタン I のコツ 


巧クッキ— のコツは6 5 ぺージをを照します。 巧ク —キの コツは日2ベージを参骑しまず。 
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正しい使いかた 


才—卜調理 


クッキ I 〜グラタン 


区が-口-片 のコッは68ベージを爸照します。 n 日 ヴ亏タン 1 のコツは已2ベージをを照します。 





































































































巧 K の巧巧を巧属品は巧む 
度つ* なし、。 


Ml 揚げちの 



オートお a 


おげものはぶかすや!槪わバン粉を m 姗ををさぶて，がまるのなぶが 
の余々なが壬がとしげめる のはが! 去なと/1どがわずに搞次 か心ンジ 
で々ロリ -をおさ ぶたへルシーゾニュ ーが がれます 


バリッ面 — 

お巧麵 6 ^ mi 7。。年- 8クーキ3/巧イ HI 
の巧，ン " Wf が。が树。が切）1け打 Ml し 
巧由 I &化霞！«巧17« m 


111 I ■げちの い 12巧を皂^^| I 口がめちの 




1 を 巧 1^4" か卜 OOra * 巧， 

が©‘逆を夕 J 巧影熙〇と。。し ） J 




言 


側) 「11權げをの1 の場合 

食品を入れる 


〇 


才ートゾニューキーを 

巧ず 


0 


スタートキーを押す 


おテーブルフレートび 
加な室な面にたット 
していることをお巧 
しまず。 


表示窓の番号をオート 
y こユーの虽号に台 
わせる。 

■スタートのランフび 
点なしまず。 


巧巧•灯び点むして加お 
び拒ま0ます。 


1®^ 


ヒレカツの巧含 

巧8ページがお） 


m ヴソル 

す- 

•ゅ1 i 


• 3-卜 • 1 



a 


で'兵 r 

トト, • を L J ご 


しな救街に巧わる 


.： 


才づ V 

泌 


^ 終了音が鳴った5食品 
を取0出ず 


表示び‘江にな0、加 
なが終0ます。 


し凌中で変わる 


S パリル 


0 


22 


[11 揚げもの|[1£焼きもの|巧3炒めもの[ のコッ| 

111據けをの I のコツは日8ベージを皂照しまず。 


112なきを 甸 の コツは59ぺージをを骑しまず。 
113ゆめ をの I のコツは 6 Q ページを替照します。 


- A ミ主意 


113 if めをの I のときはが■の食品を加な 
しない0 

み ■ (« 示の分■の起■なて)で如曲すると®虽 
びこけたりずることびおりまず， 


才 

I 

卜 

調 

理 


i を 


f 醜 S 


た 

か 

の 


の 

ち 

め 

げ 

3 


正しい使いかた 


揚げらの，焼きちの•妙めもの 


EB おお i 



f 日ホ ’h 6巧 HI ，。ツキー a クーモ3/巧イト A 
の巧タン。化が）。が树1けわ W し 
巧。〇あ ■ g 巧17 ii m 


がわ A ぶし； i 贼かるが巧までホート巧邱できます • 


14茶わん 蒸しの 使いかた 


1 - 、叩， 、 

# © 喊ピ I > た》 a 巧教 


おにため\ 

普 

@ 


と。口 


食品を入れる 


おテーブルフレートび 
加が室お涵にセット 
していることを湿钱 
しまず。 


Wm 


(弟むん巧しの«を） 
巧1ベージ巧麻） 


〇 


才ートメ ニューキーを 
巧す 


表示窓の里巧を才ート 
乂ニューの番号にき 
わなる， 

■スタートのランブび 
点滅しまず。 


北 


W スタートキーを押ず 


康巧灯び点巧し、加熟 
びおま0ます。 
■途中から殘〇お間を 
虽巧しまず。 


け-卜 I 


な姑 

似 

- ^/;T 


途中で変わる 


レンシ 巧一了 J 

孤 


終了音が鳩った！5食品 
'グ を取り出ず 


ををび— cr にな0,加 
なび傍0軍ず。 


S 


14茶わん蒸しのコツ 


分■は 

1〜6個まで巧れをす,. 

咨器は 

直種び8 cm くらいのふたつきのをのでふたをまめ 
た■■がが)20 Og 前後のものび岛しています。 

が巧の温度は20〜25でにずる 
旧いときは、化上がり巧がを [ M じ I 富いときは 
〇にしまず* 

卵液の■は器の t 分目く 5いまで 


留器の B すかたは 

テーブルブレートの固函に專間巧におしで巧べまず。 


方口熱室はちましてか5 

けーブン1はリル1 使巧をで邮战堂び捕いととまにな上びりません • 
取り出すときはま臟する 

客器び親くなっでずべりやすくなっでいます，すーブン巧手袋や 
转いたふさんなどを巧いで黃【ブで出しでください。 

加熟びちりなかったときは 

Ik ン ■2 WW ] で' 様寺を見ながを施巧します. 


正しい使いかた 


才—卜調理 


茶わん蒸し 


の 
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バ y ッ琴 

お 去*わ fUTi 7。ット a ケ-キ9 "トト* 
巧巧》ン111け S 扣巧がが W, が vi し 
巧な JD 16麵 >巧17 n 巧 


T - おをが巧でホ地から fP る "姑必"るぷがと脯が ス手ームフレートがおいしさを你りまず* 


15庶こ、 の使いかた 


巧»のスチーム 
プレートを植ラ。 


@ 


スタートキーを巧ず 


巧 巧 巧が捕‘打して加お 
び坦ま〇柔ず。 


m 

I ■古 


、成 


LJS[] 


しを中で货わる 


レバ y 

味 m 


巧了音び鳴ったら食品 
を取り出ず 


表品が‘ D ’ になり.加 
说び巧0ます。 


0 


じ日点む I のコツ， 


分 W ま 

一度に昨れる对■は表/示め巧■です* 

(この分■なが0す一 h 巧理はできません。） 

容激ま 

垣径 23 cm < らいで約 SQOg の深めの nn を废います， 

必ずスチームブレートを®いラップをずる 
深めの皿こお巧 (30 m し)をおり，スチームブレートをのせ、 
良昂をなベでラッフをしで咖おしまず* 


響 



食品は如おおにたっぷり水分を 

抓が前に水につけたり、巧を&いたりしでががをたっぷり 

かけでから肋巧しまず I 

テープルプレートの中むに因いて如熟しまず 

加ながたりないとをは 
I レンジに OOWI でち孤加なぞしまを 

加新をあたたかいうちに食べる 

をだ口’な物■はあたたかいラちじ負べきることがおいしい 
食べかたでず 


g 


〇 


オートメニューキーを 
巧す 


表示窓の番号をオート 
ゾこユーの番号に合 
わせる。 

■スタートのランフび 
捕なしまず。 


t i 3乱 Aim す—トイニ： j - 口！が 

0 © 遺)巧 、 

% 県^^ 

；離蛾吻 

_ J 

る る 

食品を入れる 

みテーブルプレートび 
如が室底面に七ット 
していることをお兹 
します。 

i 


fw1 


巧し校神*お 
口呂ぺ_ジが脚 


H トト I 。 


レンジ 


正しい任いかた 


才—卜調理 


24 


お巧 (30 mL } を巧る 


ス チー ムブ レー ト 
をのせる 


«面をがベで 
ラッブをする 


オート韵理 



/、か靡 

mjsLiMJS ：} 

のヴラ9ンIV■げモ巧巧 SS ちめ13 MS 行 Ml し 

ほ冉0巧！ >18巧巧巧 


おがをがわかので.がにがく*ホじとけですいビタミンがのぶぶがかを < てすみ 但あぎやかに化!:がりまず • 


1目葉•果菜17根菜 の使いかた 


1 2 3如4か 

(ご抓}(年 A ) 、お）グ I > 



甲。/が) 




側) 口日否熙 | 觸食 

食品を入れる 


をテーブルフレートび 
加おま恩面にセット 
していることを植溪 
しまず。 




[ほうりん9の t を） 


a 


オー トメ ニューキーを 
巧す 


表おおの番号を才ート 
ゾニューの番号に台 
わせる。 

■スタートのランプび 
点がします。 


9 レンジ 


• L - 卜也 


© 


スタートキーを巧ず 


ffi 巧灯が点巧して加な 
び沿ま0ます。 


破 


•; トト も丄 J 


を'中で巧わる 


g レンジ 

■4= I nj 

k トト •分 U J " 


終了音が鳴った5食品 
グ を取り出ず 


表示びで‘になり、如 
なび培0まず a 


0 


1巨葉•栗粟 ID 7根菜1のコツ 


1回のが里は 

己をを選到で 舰おする巧巧•果巧-巧巧 
綱が孤〜5肥控 Jl 7お 詞 で挪なするお 
巧疑は100〜100〇貞でず。 

か■が tGOg ホ巧のときは•オート巧理 
はできません。手か媒環でで0巧時間を 
巧足してなぞを見ながら加敎しまず。 
(27 - 4□ベージを賴5 
ラジ乃颇テ-ブルブレ-卜紳齡離にのせで 
116巧•実を!リ7欄 はラジブでず立間 
のないよ5にピッタ U と巧み、直あテ 
ープルフレートの中巧にのだて拍がし 
まず。たのままのじやびし1もなど巧数 
個を加がずるとをはまとめてラジフに 
包んで加热します。 


か■で力 D なずるときは 
お■び100邑ホ巧のときはすート巧巧で 
定ません。じ^ンジ I を OOWj でなテを見な 
びら加なしまず。（白7ページを照） 

時に.小さく切つたにんじんなど野菜が 
み通 (10 日 e ホ巧)のとをを巧したり、火 
巧ぴ化でこげた0することびを0ます。 
水ををめにみ0かけてラッフで包むか、 
曲などに広げ浸る< らいの水を入れてラ 
ッブでおおい、同谢こ视なしまず。 

テーブルフレートに巧巧の汁が流れ出 
ることがあ0まず。汁をぺーパータオ 
ルかふきんでみさと0まず。 


tt 上がり調節キーは 
やむ5かめにしたいおさは、 巧を客] か[11、 
固めにしたい場昔には巧を琴]か m にし 
まず，また、教巧の裡疑や巧 里、 形げ 
によってち傑い巧けます。 （40 ベージ稍 
* 巧-巧な巧、根巧の巧類と区かけは 
40ぺージの加が转間一 R 巧を#おし 
まず。を凍した野巧は16ぺージをを 
照し. [レンジ1700峭 で加がします。 
* ラジブに包んだじやびい 贸 

を6巧を如熟すると舌は 
図のよラに■いてがな 
します P 


独 


手前 


正しい使いかた 


才—卜觀理 


葉 • 栗粟/根惡 


巧 





























































































